
生ಫӹᯐᮅ
৴łのらᮕᯐᮅる

ともに
支える
ともにともにともに
支える支える支える

ʧᣮ˨ᶉ

ᵄϗᕼาఛˬɈܱوЅǊJ ᲂޜܔᴷɐ

ᰘᰠᰫᯬ

2.1＆1年
ᵢどᯀを生ᮽኯᮤやすᮁໆԢを整ᮅ、Ŵܛʘから高まᮥǔᮽやすᮁまᮟ

ᮣᮍᯈにϠᮏᮤ、ϗᕼาఛˬ生J ᱻƘのօߕᮊᮾどᯀのܓӌৄ ŉKਂᮦɈ

ЅJوܱ ఐܓӌጓႰᢷJ ᳸ᴷK 。Ǌをᮿᮔします

ᴞˬᤳ市まᮟu ᮰ᮦu しᮒᮦ̢生ოᲆᇒϗࢪ༊ᴟのƘρᰇᯬᰜンにᮇᮏᯉ、市

ᮊᮿᮔすᲆᲄᲇᲄ年のϗᕼาఛˬ生ᮭ、ᲆᳩᲅᮥ す。J ᲆᲄᲆᲄ年のϗᕼาఛˬ生ᲅᳩᲆᴷ

ᵢまᮝ、Ƙ生ᲅᲄᲄ年ਞƮをᜫᮅᯉŚᮥ、Ɉܱ ᮍᮣᯈu ƠᘕźᣜにιᯈᆙᮿᯉໆԢを

整ɗすᯉᮦᮦᯀに、ǘఐになᮢ ᯀᮤ、̟ޏ、生ᮋᮊᮁをईᮢᮤ ӆӳやာǃにᢽᯌᯊ

ᯉよう、ஒłなာǃί̰をȃし、źᣜu Ɉܱ ᮍᮣᯈをᮿ、ᲂ年ޜにᮭɈܱوЅᮊ

年ᱻǊすᯉᮑᮦをᮿᮔします。J 市のᲆᲄᲅᲅ年J Iᲆᲇ ᶄKᲆᲄᲅ年J Iᲆ のKఐܓӌ

ጓႰᢷのܓӌȰᵢߕᴀᲅᳩᲈ年ᵢօߕᴀᲆᲅᳩᲄᲄ年ᴷ

ᵢなᮇ、ᲆᲄᲅ年にხؑᮓᯊᮝҲのᴞɈܱوЅǊᰋᰝンᴟにᮇᮁᮤ、Ҳᮭᲆᲄᲈᲄ年

まᮥにɈܱوЅを３年以ŉǊJ ᲆᲄᲅ年స すKᯉᮑᮦをᮿᮔしᮤ ᮁます。

出雲力で、生活ӹu 環境がい、市ృŃ人᮰とりの生活のᙯを高めて
いますβ

子育て環境やȐɈu བᵘƠᘕu ၊ေサービスが充実し、Ń人᮰とりの
人ரと՚様性をّしながら、Ȣ々の᯿ーᯮに応じた支援が行われ、
子ᮧもから՟人までたくさんのეであ᮳れていますβ

道路やŉ下ొ道、公共ᖌなᮧの社会ᯕᰫᰉᰝのɗや地域公共交通
なᮧの生活ӹがい、ᗅもがに暮らしていますβ

あらᯃる場ᥣでデジタル技術が活用されてᮇり、ᗅもが日܁的に利用
していますβ

のˬᤳの֯ˬᤳの֯ܔの2030ܔ2030

᳸ᲀ᱿ఐܓӌጓႰᢷᴀఐưᣤ ৴ɯᮩི܁Ơᘕ（ᕖƠᘕܫᱼưŉ）をᕖᮦしないᮥ ጓɯႰしてಫᮊᮥᮋᯉᢷᮬᮑᮦ。ڡ૰
ྨᯀϛᮖऊ標をǩ。
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※「出雲市まち・ひと・しごと創生第2期総合戦略」記載の取組には、「★印」をつけています。

ᮁᮡᮼᮥᯀʌె ᮘɯᮢ ᮦນᮥޏᴞᮽᮝ ᴟᮁᴞኯᮤᮝ ᴟᮁᯐॖ

ᰢーᯢu ᰝᯕᰉu ᰄᰝᰫᯭᮥጓ˲ᯇᮕᮁᮋৢᯐ

生ೌນޏのာǃᯐᮡくる

　高齢者が能力や経験を生かして就業したり、地域を支える
活動の担い手として活躍できるように、様々な社会参加を
促し、一人ひとりが役割や生きがいを持って暮らすことのできる
社会づくりを進めます。

Ɉܱᄉຜᯐᮕ ɈɯܱوЅᯐᮮᮗ

　健康診査やがん検診の受診勧奨により、自己管理を支援し、
疾病の早期発見、早期治療につなげます。

ᴞᧆᴟからᘩかᮨƘ生ᯐ

　市民が主体的に食に関心を持ち食育を実践できるよう、関係
団体と協働して、食に関する取組を展開するとともに、食の
地産地消を進めます。

ኯてᮕᯁᮗᮁໆԢᯐᮡくる

○あらゆる子育て世帯をサポートするため、仕事と子育てが
両立しやすい環境づくりや、経済的負担の軽減、孤立感の
緩和、外国籍保護者へのサポート、親子のきずなづくりなど、
安心して楽しく子育てができる環境を整えます。

○子どもを望む夫婦が不妊・不育症治療を受けやすい環境を
整備します。

ᮧᯀu 若ቱᯐӆӳᮥኯて ᕜɯ؇る

○地域における見守り活動や、体験・交流活動の充実に向けた
支援に努めます。

○関係機関の連携により、不登校、ひきこもり、ヤングケアラー
（日常的に家族のケアをする子ども）などの困難を抱える
子ども・若者の支援の充実を図ります。 

○事業所（働く場）でのワーク・ライフ・バランスの推進や
ディーセントワーク（働きがいのある人間らしい仕事）の実現
に向けた啓発を行います。

○市民が性別にかかわりなく個性と能力を十分に発揮できる
男女共同参画のまちづくりを進めます。

４歳児保育

企業向け出前講座

子育て支援センター

健康体操（川跡地区）

通いの場（体力測定）

親子クッキング

ともに
支える
ともにともにともに
支える支える支える

ともに
育む
ともにともにともに
育む育む育む

ともに
楽しむ
ともにともにともに
楽しむ楽しむ楽しむ

ともに
˝る
ともにともにともに
˝る˝る˝る

ともに
支える
ともにともにともに
支える支える支える

ともに
育む
ともにともにともに
育む育む育む

ともに
˝る
ともにともにともに
˝る˝る˝る

ともに
支える
ともにともにともに
支える支える支える

ともに
育む
ともにともにともに
育む育む育む

ともに
楽しむ
ともにともにともに
楽しむ楽しむ楽しむ
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ᗅᯀᮊ՟˳ᮩᮓᯊᯉာǃᯐᮿᮔᮕᮤ

※「出雲市まち・ひと・しごと創生第2期総合戦略」記載の取組には、「★印」をつけています。

᮪ᮍᯀᯈのᯉ၊ေᯩーᰇᯭᯐ

ᗅᯀがጓ˲らᮕくಫᛏᮥᮋるာǃᯐᵣ～ӆӳʧ生ာǃ～
複雑化、複合化する福祉ニーズに対応できる総合相談体制の強化や、地域住民や関係団体等との連携・

協働により、誰もが役割と生きがいを持ち、自分らしく活躍できる地域共生社会の実現をめざします。

ᤊがᮁቱのጓႰとာǃί̰ᯐᮅる

　障がい者等が自らの意思決定にもとづき、地域の構成員として暮らし続けられるよう、福祉サービス等の
提供体制や地域の支援体制を整備します。

高ቱのらᮕᯐᮅる

○高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、
医療・介護関係者の連携を深め、地域包括ケアを推進
します。

○健康づくり、介護予防、交流の場の立ち上げを支援するとと
もに、参加を促します。

○認知症への理解を深め、認知症の人やその家族への見守り、
支援につなげます。

○身近なつながりの中で、高齢者の困りごとを手伝う、支え合
いの体制づくりを進めます。

○高齢者が必要な介護サービスを受けられるよう、介護サービ
ス基盤の整備を進めるとともに、ＩＣＴやロボットなどの最新
技術の活用を推進し、介護人材不足の解消に努め、サービス
提供体制の維持を図ります。

՚ஒᮨǺȰᕫᯐᖴᮿ Ƙɯர࠺ᘈᯐ高ᮿる

○市民一人ひとりが人権の意義や重要性を理解し、相手の立場
に立って行動できるよう幼児から高齢者まで、生涯を通じた
人権教育・啓発を推進し、同和問題をはじめとする全ての
差別解消に努めます。

○国籍、性別、性的指向、性自認、年齢、障がいの有無などに
関わらず、一人ひとりの個性、価値観などが大切にされ、共に
生き、支え合う地域社会の実現をめざします。

○DV（ドメスティック・バイオレンス）は、犯罪となる行為をも
含む重大な人権侵害であり、その予防と被害からの回復の
ための取組を推進し、暴力の根絶をめざします。

՚ஒߕᯐᖴᮿᮁ ᮽɯᯑᮨᮥᮡくるᵣ～՚ৌͨʧ生～
　国籍や言語、文化、価値観の多様化が進む中で、日本人住民と外国人住民が、相互にコミュニケーションを
促進し、お互いを認め合い、多様性を生かしながら、安心して暮らせるまちづくりをみんなで進めます。

՚ஒߕᯐᖴᮿるာǃのؕນᵣ～ᯱーᯫᰘルᯕンᯢルーᯬᰜン～
○建築物、道路、公園のバリアフリー化の促進や啓発により、障がい者や高齢者をはじめ全ての人が安心して

快適に暮らし、社会参加することができるまちづくりを推進します。
○全ての人が「障がい」への理解を深め、障がいのある人もない人も、共に生き、支え合う地域社会の実現を

めざし、啓発活動を推進します。

高齢者の交流の場

介護ロボ（移乗用リフト）

シトラスリボンプロジェクト
～思いやりの輪を広げましょう！～

障がい者週間街頭啓発（車いす体験） 親子手話教室

ともに
˝る
ともにともにともに
˝る˝る˝る

ともに
ׂる
ともにともにともに
ׂるׂるׂる

ともに
結ぶ
ともにともにともに
結ぶ結ぶ結ぶ

ともに
支える
ともにともにともに
支える支える支える

ともに
育む
ともにともにともに
育む育む育む

ともに
楽しむ
ともにともにともに
楽しむ楽しむ楽しむ

ともに
ׂる
ともにともにともに
ׂるׂるׂる

ともに
支える
ともにともにともに
支える支える支える

ともに
育む
ともにともにともに
育む育む育む

ともに
楽しむ
ともにともにともに
楽しむ楽しむ楽しむ
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ӹৢხ SDGs

※「出雲市まち・ひと・しごと創生第2期総合戦略」記載の取組には、「★印」をつけています。

ˬᤳのᯕᰫᰉᰝᯐᮅᴞ؈ᴟᯐᮅᯉ

ӆӳาߕᯐᮉᮕᮤ བᯐᮨ؈

ӆӳᮦᮦᯀᮩईᆷϋዅᮨŚٿᢷӆӳᯐ

ӆӳのᴞかᯌu ᮽちᴟづくりᮥ生ಫᯐᘩかに

○利便性の向上に向けて国道及び県道の整備を国及び県に
強く要望するほか、市道及び生活道路の整備を進め、安全で
利便性の高い幹線道路網の構築と生活環境の改善を図り
ます。

○
きょうりょう

橋梁 、トンネル等の長寿命化を図るため、計画的な予防保全
を進めます。

○重要な生活基盤である排水路について、計画的に改良整備を
実施するとともに、地域間の整備水準の均衡を図り、快適な
生活環境づくりを推進します。

○通行者の安全確保のため、歩道整備など地域生活の安全
対策に努めます。

ǔまᮁᯐᮅる

公営住宅等の計画的な大規模修繕・建替事業により、住生活の「質」の向上を図るとともに、市民ニーズに
応じた整備により、市民が安心して暮らせるセーフティーネット住宅の提供に努めます。

上下水道で快適な生活を支える
○新規水源の開発、耐震化などによる、災害に強い

きょうじん

強靭な施設を構築し、
安全で安心な水の安定供給を図ります。

○汚水処理の未普及解消に向け、公共下水道事業及び合併処理浄化槽の
効率的かつ計画的な整備を進めるとともに、施設の長寿命化を図ります。

ᢷӆӳᯐٿᮕてǔᮽᆷけらᯊるŚ؈

○地域農業を支える担い手の確保・育成や、課題解決に向けた自発的な取組の支援により、中山間地域
活性化を図り、地域コミュニティの維持につなげます。

○有害鳥獣対 策による農地等の被害
防止、市道の防草対策と

ししょうぼく

支障木（通行
の妨げになる木）の伐採による通行の
安全性向上に努めます。

ᙯの高ᮁི̼ᮨབの्Ƿ

○出雲医療圏において医療機関の機能分化・連携強化を推進
するとともに、持続可能な質の高い効率的な医療提供体制の
充実に取り組みます。

○総合医 療センターにおいては、引き続き、救 急医 療や
予防医療を提供するとともに、高度急性期病院の後方支援
や在宅医療を推進します。

○市立診療所においては、関係機関との連携のもと、医療過疎
地での医療や休日・平日夜間における初期救急医療の提供
体制を確保し、市民が適切な医療を受けることができるよう
安定的に運営します。

Śٿᢷӆӳにৠᮝᮨᦼᯐ

　うみ・やま（中山間地域）応援センターに地域支援員を配置し、地域おこ
し協力隊員とともに、中山間地域の支援及び活性化を図ります。また、様々
な地域課題の解決に向け、地域のサポート体制を強化します。

Śٿᢷӆӳのᰑンᯫᰘルᯐ生かᮗ

　自然豊かな中山間地域の魅力を生かした企業立地の支援や、キャンプや
グランピングなどのアウトドア、滞在型観光施設など、中山間地域の持つ
ポテンシャルを生かしたツアー造成などで、交流人口を増やし、地域
の活性化を図ります。

急性期医療の提供

地元産直市「よっとく伊野いち」 耕作放棄地復活プロジェクト

集落応援隊活動

スイムランin多伎

国道９号バイパス（川跡地区周辺）

向山第１配水池

ともに
ׂる
ともにともにともに
ׂるׂるׂる

ともに
支える
ともにともにともに
支える支える支える

ともに
˝る
ともにともにともに
˝る˝る˝る

ともに
ׂる
ともにともにともに
ׂるׂるׂる

ともに
結ぶ
ともにともにともに
結ぶ結ぶ結ぶ

ともに
支える
ともにともにともに
支える支える支える

ともに
育む
ともにともにともに
育む育む育む

ともに
楽しむ
ともにともにともに
楽しむ楽しむ楽しむ

ともに
ׂる
ともにともにともに
ׂるׂるׂる

ともに
結ぶ
ともにともにともに
結ぶ結ぶ結ぶ

ともに
支える
ともにともにともに
支える支える支える

ともに
育む
ともにともにともに
育む育む育む
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ᯬ᯳ᰟの̭ᮥઝᯐᯪᯕᰫ

市民ᯩーᰇᯭのᯬ᯳ルᰉᯔーᯭ ᯼

○年齢、性別、国籍、居住する地域等に関わらず、市民が自身に
とって最適な行政サービスを、簡単に利用できるように
します。

○サービスデザイン思考を取り入れた施策立案を行い、市役所
の 業 務 改 革を進 め、迅 速 で 効 率 的な 行 政 運 営を実現
します。

まちづくりのᯬ᯳ルᰉᯔーᯭ ᯼

　防災、福祉・医療、都市形成・交通、教育等のあらゆる分野でデジタル技術を効果的に活用することで
利便性を高め、市民がいきいきと暮らすことのできるまちを実現します。

୩u ᕫʒのᯬ᯳ルᰉᯔーᯭ ᯼

○規模や業種を問わず、デジタル技術を活用して柔軟な働き方や生産性の向上に取り組む事業者を増やし
ます。

○行政・民間ともに、市民本位・顧客本位の発想のもと、デジタル技術とマーケティングの手法を効果的に
活用し、定住人口、交流人口、関係人口の増加をめざします。

とᯀにᯬ᯳ルᰉᯔーᯭ ᯼

○官民が共通の目標を持ち、互いの強みを生かしながら地域
課題の解決と価値創造を促進し、デジタルを活用した出雲発
のイノベーション創出を図ります。

○市民、事業者及び行政が、デジタル化に対する意識を高め、
ともにデジタルファーストを

けんいん

牽引 できる人材の育成を推進
します。

○デジタル技術に不慣れな人にも寄り添いながら、人にやさしい
デジタル化に努めます。

̀ȁߕとཛᮕのឧ市႔ᢷᯐ

○市の中心部にある老朽化や用途廃止した公共施設等について、機能の集約化、再配置及び整備を行い、市民
の利便性の向上を図ります。

○老朽化した平田及び斐川行政センターについては、地域における行政サービスの拠点として、また災害時に
おける災害対応の拠点として整備します。

○幹線街路を計画的に整備し、中心市街地の整備を進めます。また、出雲市駅付近連続立体交差事業
（第二期区間）の実現に向けた取組を実施します。

○公園・緑地が持つ多くの機能を十分に発揮でき、安心して利用できるよう、適切な維持管理及び再整備、
修繕に努めます。

○地籍調査事業について、国・関係団体等の各種事業を積極的に活用し、一層の地域連携を図りながら事業
を着実に推進します。

ᮽᯑᮨのᮝᮿのӆӳʯƍᝏ

○活力ある地域づくりのため、バス路線の維持を含め、持続
可能な新たな交通システムの構築に努めます。

○貴重な生活路線であり観光振興の要となる一畑電車は、
事業者の更なる経営努力と国・県・沿線市の適切な支援に
より、路線の維持・充実に努めます。

グリーンᯭ プDᘣᯐ生かᮗ

　斐伊川放水路事業残土処理場（グリーンステップＣ谷）の
整備について、自転車競技場など地域の発展につながる利活用
の整備方針を示すとともに、周辺の整備も進めます。

ˬᤳらᮕᮁਲᕫᯐ؇り᮪く

○地域の景観要素を生かしながら、道路、公園や建築物など
都市施設の景観整備を推進します。

○大規模な建築物・工作物の建設などに対し、ゆるやかな
規制・誘導を図り、市民・事業者の協力を得ながら、良好な
景観を形成していきます。

○出雲地域独自の自然・歴史的景観資源である築地松に
ついて、県とともに保全、ＰＲに努めます。

築地松

マイナンバーカード申請出張受付

デジタルファースト推進イメージ図

一畑電鉄「雲州平田駅」周辺

ともに
˝る
ともにともにともに
˝る˝る˝る

ともに
ׂる
ともにともにともに
ׂるׂるׂる

ともに
結ぶ
ともにともにともに
結ぶ結ぶ結ぶ

ともに
支える
ともにともにともに
支える支える支える

ともに
育む
ともにともにともに
育む育む育む

ともに
楽しむ
ともにともにともに
楽しむ楽しむ楽しむ
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௳őƮᯐࣧうᮧᯀᮝちᯁ
ӆӳᯐᮅるƘᯐ
؇りኯてる

ともに
育む
ともにともにともに
育む育む育む

ʧᣮ˨ᶉ

ᵄᨻ૨ᮊᴞˬᤳᮩྵ࠾ᯁ ᩡɯ̭u ᖱᯈᯐᮖᯉᴟᮦ
ჭᮅᮝ̟ϗJ ᲂޜܔᴷɐ

ᰘᰠᰫᯬ85%
ᵢ令和３年度にᓱ ᮝᮢ高校３年生をهᘯᮦしᮝアンケート調査によᯊᮮ、

ᴞˬᤳにྵ࠾やᩡ̭u ᖱᯈをᮖᯉᴟᮭ 、ᴞᯉၭ度ᮖᯉᴟᯀϧᮿ、ᲅᳩᲅᴆ

にᝯしましᮝ。ᮑᯊᮭ、ˬ ᤳᮥኯまᯊᮝ、ӆӳ、校、市民のᢽᯌᯈの࢞果

ᮥᯈ、ˬ ᤳにྵ࠾やᩡ̭u ᖱᯈをईᮡ፭ቱをኯᮾᮑᮦᮭ、ؑ ǔ࠺Ϡにᯀ

ᮡなᮊᯈます。

ᵢどᯀᮝᮟᮊ高校生まᮥの࢞ᝩၭにᮇᮁᮤ、᮳ᯉᮓᮦにᙅしᮝᮁᮦ

。にᮭᴆをᮿᮔしますޜᮅᯉ᮳ᯉᮓᮦঽኯをᮿ、ᲂ年ߐ

出雲力で、௳őƮをࣧう子ᮧもたちや、地域を支える人ઐが育ち、
あらᯃる˲០で出雲を支えていますβ

ܮuؠ 地域u 学校で子ᮧもたちが՟˳に育てられ、子ᮧもたちがጓらの力
でઝを˳りࣳこうと、՝の実ນに向かってᰘᰠᰫジしていますβ

ҭを࣠える子ᮧもたちに対して、Ń人᮰とりの᯿ーᯮにあわせて˳な
教育が行われていますβ

市ృ活動やまちづくり活動がྒんで、ፇֈな地域ᯧᰓᰚ᯿ᯖがᇀईされ
ていますβ

のˬᤳの֯ˬᤳの֯ܔの2030ܔ2030
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ӹৢხ SDGs

※「出雲市まち・ひと・しごと創生第2期総合戦略」記載の取組には、「★印」をつけています。

ܮuؠ ӆӳu ૨ᮥኯᮾˬᤳのঽኯᯐ

ᙯの高ᮁঽኯᮥ̭アプ

　教員の研修会の開催や学校訪問指導などで「質の高い授業への改善」を図り、児童生徒の「主体的・対話的
で深い学び」を実現して、学力向上を図ります。

JDUூ҉のಫᮥৠᮝᮨ᮱のᯭ᯳ᯕルᯐ

　「いずもＧＩＧＡスクールプラン」に基づき、児童生徒１人１台
のタブレット型パソコンや大型モニターなどのＩＣＴ機器を効果
的に活用しながら、児童生徒の情報活用能力の育成を図り
ます。

校ү᧢へᮐ೦ᮿるܠ᮱ᯐ

　各学校での読書活動の推進と授業での調べ学習などで、効果的に学校図書館を活用して、児童生徒の
読解力・思考力・表現力等を養い、豊かな心を育みます。

᮳るᮓとへの࠾ᯐኯᮾ

　地域の自然、歴史、文化、伝統行事を通した、ふるさと教育を充実し、出雲をふるさととして誇りと愛着を
持ち、夢や目標を自らの力で実現しようとする子どもを育てます。

ܮuؠ ӆӳと校が手ᯐᮡ ᮎᮨ

地域の教育資源や地域住民の思いを生かした教育課程を
編成するなど、家庭・地域と学校が連携・協働し、地域全体で
子どもたちの「生きる力」を育みます。

ˬᤳ らᮨᮥ ᮭの᮱体ᨘᯐ

出雲科学館を活用した理科学習や、総合的な学習の時間を
はじめとした体験学習の充実を図り、創造性豊かな人材の育成
をめざします。

ᮧᯀのኯちᯐᮨᮿらかにᮡ ᮎᮨᵢ

　幼稚園・保育所から小学校、小学校から中学校への進学時の教育の接続を円滑に行うとともに、子どもや
保護者の不安や戸惑いを軽減するために、計画的に保幼小中の連携を支援します。

ŃƘ᮰とりのᮧᯀの࢞ᯐᮅる

○幼児・児童生徒の支援の多様化に対応するため、関係機関と連携し、継続して切れ目のない支援を行う
ことで、一人ひとりを大切にする特別支援教育の充実を図ります。

○不登校・いじめ・問題行動等の解決は、小・中学校の
きっきん

喫緊の課題となっており、未然防止はもとより、早期に
発見し組織的に対応するとともに、教育支援センター等での支援体制の充実・強化を図ります。

৴ᖺऊٔᮥܠがるᮧᯀの۲

　日本語指導が必要な帰国・外国籍の子どもたちに、日本語の確実な習得等ができるように支援すると
ともに、将来の目標や夢を持つことができるようキャリア教育の実施などの支援を行います。

ʠu؈ 校ᆩᧆᯐᮇᮁᮕᮁᮥ؈

学校給食に地元産食材を積極的に使用することにより、
安全・安心な給食を提供し、地域への愛着や生産に携わる方々
への感謝の心を育み、子どもたちの健全な心身の育成を図り
ます。

᮱のԊᯐᮅる

○学校施設の耐震化を早期に完了するとともに、学校再編に
よる新設校や今後必要となる教室数を確保するための整備
に取り組みます。

○老朽化の著しい施設は長寿命化改修することを基本とし、
学校規模に対し狭隘なものは改築を進め、学びに集中でき
る教育環境の整備を行います。

出雲科学館　理科学習

中学校でのＩＣＴを活用した授業

朝陽小学校（出雲市内学校再編事業）

小学校の給食風景

ともに
支える
ともにともにともに
支える支える支える

ともに
育む
ともにともにともに
育む育む育む

ともに
楽しむ
ともにともにともに
楽しむ楽しむ楽しむ
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ӹৢხ SDGs

※「出雲市まち・ひと・しごと創生第2期総合戦略」記載の取組には、「★印」をつけています。

Ƙᮊӆӳᯐ ӆɯӳᮊƘᯐኯ ᯉᮤ

市民·ɥの̭がӆӳᗆᦪᯐᕴౣ

　市と市民団体の連携のもと、地域の抱える課題
について考え、創意工夫する自主的・主体的な市民
活動を促進するため、市民団体が行う活動に関す
る情報提供や支援を行います。

՚ஒᮨ᮱ᯐӆӳᮥ生かᮗ

　地域に関心を持ち、地域課題の解決に向けた役割を果たす「人づくり」を進めるとともに、子どもの育ちを
核とした、多様な他者と連携・協働する「つながりづくり」を進め、市民の多様な学び・活動を「地域づくり」へ
つなげます。

OQPಉƘქの̭ᯐǊᮮᮗ

　NPO法人等の活動の多様性や自主性を尊重し、特定非営利活動の健全な発展を促進するとともに、意見
交換会も含めたネットワークづくりや相談業務などの支援を行います。

ᰐᰝンᯖアಫ͇のᯭᯭᰕ

○ボランティア意識の啓発・普及に努め、ボランティアに関する
情報の収集や紹介、人材育成、相談業務の拡充に努めます。

○総合ボランティアセンターなどで、ボランティア団体の活動
を支援するとともに、ボランティアのネットワークの拡大や
災害時に対応できるボランティアの啓発や推進に取り組み
ます。

ጓ౽ǃ̰ʟᮥ らᮕに؈ᯐ

　自治会は安全で安心なまちづくりの実現に不可欠
な、最も身近な住民自治組織です。持続可能な自治
会活動に向けて、自治協会等の自治会加入促進の
取組や、地域課題解決に向けた取組に対し、支援を
行います。

ᵊᯧᰓᯯンᵋが᱾ᱽ の᮳るᮓとᯐᮅる

○市内43コミュニティセンターは、地域に一番密着した市の
施設として、住民主体のまちづくり事業を支援します。

○市民協働活動及び地域防災の拠点であるコミュニティセン
ターのデジタル化を推進し、一層の連携強化を図ります。

高ქঽኯூᢽとの१ᮥӆӳᗆᦪᯐᕴౣ

○高等教育機関等との連携協定により、人材育成、産業振興、保健・医療・福祉の向上など多様な分野で
連携・協力を進めます。

○魅力ある地域づくりへの学生の参画を進めるなど、地域の未来を担う人材の育成に努めます。

地域の未来を考えるシンポジウム

災害ボランティア活動（鰐淵地区）

地区文化祭（出西地区）

女性団体によるパソコン教室幼稚園での読み聞かせ

ともに
結ぶ
ともにともにともに
結ぶ結ぶ結ぶ

ともに
支える
ともにともにともに
支える支える支える

ともに
育む
ともにともにともに
育む育む育む

ともに
楽しむ
ともにともにともに
楽しむ楽しむ楽しむ
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ᗅᯀがǔᯑᮥ୳ᮕく
ᖋᯊて୳ᮕᮁˬᤳᯐᮿᮔᮗ

NEWS!

NEWS!

ともに
楽しむ
ともにともにともに
楽しむ楽しむ楽しむ

ʧᣮ˨ᶉ

～ೌበქᖌ̀ቱৄJ ᲂܔᢷᴷɐ

ᰘᰠᰫᯬ2200万人
ᵢᯧᰡ᯾၈̑の࢞ܓᲇᲄ年度に生ೌበქ施ᖌᴶ᳸ をK̀しᮝƘᮭ、年ᢷ

、᮱୳しᮽ、᮷ᅺᲆņƘ。市民生ಫをよᯈʎ実しᮝᯀのにすᯉᮝᮿに

Ƙ生をよᯈᘩかにすᯉᮝᮿに、生ೌበქをᓱうʤʧ施ᖌの̀ቱを

年ᢷᮥᲆᳪᲆᲄᲄņƘJ 年ܓӌᲆņƘ にKすᯉᮑᮦをᮿᮔします。

出雲力で、術ৌ化 スuᰑーᥣなᮧの出雲を楽しᮾ環境がい、
ᗅもが魅力をじ、楽しめるまちとなっていますβ

生ೌ学በ、術ৌ化、スᰑー活動なᮧをऽすることで、市ృが
楽しみやћ᮱をじ、᮳るさと出雲᮶のᖱりやྵ࠾をईって暮らして
いますβ

様々な手పを活用して出雲の魅力をႆ୮的に発信し、出雲に対する人々
のጟϿu 関心をݡき出していますβ

必要な情報を˲かりやすく伝え、市政᮶のຜᕴu 関心を高めることで、
市ృί̰のまちづくりが行われていますβ

のˬᤳの֯ˬᤳの֯ܔの2030ܔ2030

᳸ೌበქᖌᴀ出雲市ృǃ᧢ქᮬ市ృৌͨᖌ үɯ᧢ქᮬာǃঽኯᖌ Ǘɯኯ᧢ქᮬᯭᰑẬᖌᵚ
ᯧᰓᰚ᯿ᯖᯯᰫ᯳Ậ
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ӹৢხ SDGsӹৢხ SDGs

※「出雲市まち・ひと・しごと創生第2期総合戦略」記載の取組には、「★印」をつけています。

ᯭᰑーᮥʌెᮨˬᤳᯐᓴৌͨᮥᘩᮉᮨˬᤳᯐ

ጓ˲ᯐᚐᮅᯋᵚ္ ᖩᯐᮡくᯊᵣ～ڡ૰かᮽりҲᯭᰑu ᤊᯭᰑ～
　令和12年（2030）に島根県において開催予定の、国民
スポーツ大会を見据えた競技力向上、全国障害者スポーツ大会
を見据えた障がい者スポーツの普及促進を図るなど、県ととも
に様々な取組を前へ進めます。

※「自分を超えろ、神話をつくれ」は、島根県で令和１２年（2030）に
開催予定の第８４回国民スポーツ大会及び第２９回全国障害者スポーツ
大会のスローガン。「島根かみあり国スポ・障スポ」は両大会の愛称。

ᴞᮗるᴟᴞᮽるᴟᴞᮅるᴟᯭ ᰑーへᵣ～�{w}�-r�}����r{w}��rqni～
○『「夢を育み、人を結び、まちが輝く」スポーツ文化都市・出雲

の創造』の実現をめざします。市民一人ひとりがそれぞれの
ライフステージに応じて、いつでも、どこでも、いつまでも
スポーツを楽しみ、触れることのできる環境づくりを推進
します。

○長年地域の方々に支えられている、大学三大駅伝の「出雲
駅伝」をはじめとするスポーツイベントを引き続き開催し、
スポーツ振興とともに、スポーツツーリズムやシティセールス
など、交流人口の拡大や地域の活性化につなげます。

○令和６年（2024）春に開館を予定している新体育館をはじめ
とした市内スポーツ施設について、市民が身近にスポーツに
取り組める環境づくりに努めます。

○新スポーツとしてのｅスポーツ（ビデオゲームを使った対戦を
スポーツ競技として捉える際の名称）を推進します。

ᯭᰑーᯐᮅるƘづくり

○スポーツ団体や企業と連携して、指導者の
育成・確保に努めます。

○スポーツイベントの運営を支えるボランティア
の育成に努めます。

ᓴৌͨᮥᮑᮑᯋᘩかに

○心の豊かさが真に実感できる「芸術文化の都出雲」の創造の
実現をめざします。出雲総合芸術文化祭や出雲芸術アカデミー
などを通して、鑑賞機会や発表機会を充実させ、誰もが気軽
に芸術文化に接する機会の提供に努め、市民の積極的な参加
促進を図ります。

○音楽活動を出雲の特色ある活動として、「音楽のまち出雲」の
推進に努めます。

○市内文化施設について、市民が身近に芸術文化活動に取り
組める環境づくりに努めます。

ᓴৌͨᯐᮅるƘづくり

　伝統芸能をはじめとする芸術文化を次世代に
伝えていくため、子どもたちが芸術文化に触れる
機会を充実させるなど、人材育成に努めます。

ˬᤳがᖱるৌͨᙟതᯐőへཪȒ

　地域の歴史や文化遺産、出雲を題材にしたメディア芸術（映画、漫画、アニメーション）や地域伝統芸能の
祭典など、国内外へ出雲の文化資源を活かした情報発信の取組を進めます。

出雲ドーム2000人の吹奏楽

国指定無形文化財　大土地神楽

子ども･茶道教室

出雲芸術アカデミー

出雲駅伝

出雲市新体育館完成イメージ図

第73回国民体育大会（柔道競技）

むらくも座こども歌舞伎

ともに
結ぶ
ともにともにともに
結ぶ結ぶ結ぶ

ともに
支える
ともにともにともに
支える支える支える

ともに
育む
ともにともにともに
育む育む育む

ともに
楽しむ
ともにともにともに
楽しむ楽しむ楽しむ

ともに
結ぶ
ともにともにともに
結ぶ結ぶ結ぶ

ともに
支える
ともにともにともに
支える支える支える

ともに
育む
ともにともにともに
育む育む育む

ともに
楽しむ
ともにともにともに
楽しむ楽しむ楽しむ

58 59

と
ᯀ
に
୳
ᮕ
ᮾ



ӹৢხ SDGsӹৢხ SDGs

※「出雲市まち・ひと・しごと創生第2期総合戦略」記載の取組には、「★印」をつけています。

ˬᤳのᩡ̭ ཪɯȒᮕᮼᮗᗅᯀのᴞ᮱ᮝ ᴟᮁᯐؕນ

ˬᤳᰉᯔンᯐԥᯁᮗᵢ

○デジタルマーケティングの手法により、ウェブサイトへ誘導することで、
主に県外に向けて本市をPRし、出雲ファンの増加につなげます。

○ふるさと納税を活用し、多くの人とご縁を結び、交流人口や関係人口の
創出と拡大につなげます。

ᴞᮁ ᮘᯀᮨらᮕᴟからᮭᮖᮿよう

　移住支援情報や空き家情報など暮らしの情報を伝えるサイト「いずもな
暮らし」や出雲で働く（活躍する）人「出雲人」に着目し、産業を紹介する
サイト「出雲人-IZUMOZINE-」の充実を図り、「魅力」、「暮らし」、
「しごと」の情報を伝え、市内への移住、就労につなげます。

৴Śᯐᨁけるᴄᰗᰒ᯳ᰂᯛᰡ（ˬᤳ᯾ンᰄー）

　出雲版図柄入りナンバープレート（出雲ナンバー）の普及促進を図り、出雲
ナンバーを付けた自動車を走る広告塔として活用することで、出雲の認知度
向上やイメージアップを図ります。

ᮽᯑᮨにǅᯌるˬᤳの࠘ԉ

　市民が主役のまちづくりの実現のため、市民が必要とする情報をより分か
りやすく伝えることで、市政への理解と関心が高まる広報活動をめざし
ます。

ӆӳᮥ᮱ ୳ɯᮕᮾ

　本市の地域特性を活かし、地域の歴史や文化
などについて学ぶ講座を開催します。その学習
成果により、コミュニティを支えていく人材を育成
し、市民が自ら地域課題の解決に参画できる社会
の構築を進めます。

ᮨᯑᮥ ᯀᕜᮡかる࠘ԉのؔܭ

　図書館においては、図書、郷土資料、新聞・雑誌、インター
ネット上の情報など幅広い資料の収集と提供を行い、市民の
読書活動を支えるとともに、自主的な調査・研究や学習活動を
支援します。

ᮧᯀとのかけிにᵢ

　豊かな心を育て、主体的に学び、たくましく生きる力を育てる
ために、図書館を核とし、家庭、学校、地域の読書ボランティア
等と連携して、発達段階に応じた子どもの読書活動を推進し
ます。

出雲中央図書館内の様子

広報いずも

ご当地ナンバー「出雲ナンバー」

出雲科学館での生涯学習

図書館での読み聞かせ

出雲人-IZUMOZINE-
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